
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中原小が目指す児童像
・ 自己調整や自己選択をして、自ら学ぼうとする子

・ 仲間とともに新しい時代を進んでいける人間的魅力
にあふれる子

に向けた実践

６学年社会科「わたしたちの暮らしを支える政治」

一人一人が活躍するための手立て
①個々の進度に合った学びの進め方

一人ひとりが活躍するためには、自分のペースで
課題に向き合い、取り組んでいくことが必要だと考え
る。前年度、一時間に一つの課題について、自分なり
に情報の収集、整理・分析、まとめ・表現を行ってき
た。キーワードを構造化したり、自分の言葉でまとめ
たりすることには十分慣れてきたので、今年度はそれ
をベースに、単元の課題に対して、数時間の中で自分
のペースで進めていく複線型の学習を行う。単元全体
を自分で進めるには難しい部分も多いので、各時間に
課題を一つ取り上げるが、決まった課題に対して進み
が早い児童は単元目標に沿って自分なりに課題を立て
深めていってもよいことにする。
また、児童自身が自分の学習の進みを把握するため
に、スプレットシートによる自己調整シートを活用し
ていく。自己調整シートにはいつでも他者参照・途中
参照ができるように、個々の成果物のリンクも貼って
いく。各々友だちのものを参考にしたり、必要に応じ
て話し合ったりできるよう、学習形態も自分で選んで
いけるよう声をかけていく。

本単元における学習サイクルの具体



【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実○

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

②まとめ方の選択

本単元では、まとめ方を個々に選ばせる。
ジャムボード、スライド、ドキュメント、ノ
ートの中から自分なりに選択できるように、
学習計画を立てる際に単元の見通しを持てる
よう助言していく。課題や目的に応じて自分
に最適なものを選べるようになるために、自
分で選んで取り組むことを何度も経験し、試
行錯誤してほしいと考える。

本単元のふりかえり

本単元をとおして、子どもたちは、個々の
興味・関心・意欲等をふまえ主体的に学習に
取組むことができた。自ら設定した課題を解
決するために、必要に応じて、周囲の友だち
にアドバイスを求めたり、スプレッドシート
による自己調整シートを参照したりしながら
他者と協働しながら学ぶことができた。
子どもたちは、授業中、誰一人として無気

力に過ごしているものがおらず、一人一人が
活躍することができたと考えている。

まとめるとき、学習課題を考えるときに児童が見るヒント

カード

自己調整シートを参考に友だちの良い取組を
共有



【取組内容】 ○○○

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 「学習サイクル」を通した情報活用能力の育成

本校が考える情報活用
能力とは

右表にあるとおり
「課題の設定」
「情報の収集」
「情報の整理・分析」
「まとめ・振り返り」

といった『学習サイク
ル』を意識しながら学
習を進めることで基礎
的な情報活用能力が育
成できるものと考えた。

『学習サイクル』は一
つの課題の解決に向け
てサイクルを回してい
る最中に生まれる
“新たな課題”を取り込

みながら、さらに何度
もサイクルを回してい
き、単元を通してスパ
イラルな学びになって
いくことが望ましいと
考えた。



【取組内容】 「学習サイクル」を通した情報活用能力の育成

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

５年国語科「自然環境を守る」
この単元では、一人ひとりの興味や能力、ペースに合わせた、自由進度学習をベースに進めてみた。
黒板に単元の見通しを表した次のようなフローチャートを貼っておき、見通しをもちながら自分のペースで学習を
進められるようにした。デジタルホワイトボードソフトを用いて、「自然環境を守る」ためのテーマや手立てを、
自分と他者を比べて見ることで、自分の興味にあったテ −マ・学習の進捗が早く、内容が充実している児童には、
さらなる発展的課題（動画作成）を追求させていこうと考えた。

課題を解決するた
めの情報を個で整
理分析

担任は、自
己調整シー
トから児童
の実態を把
握

他者参照をしな
がら自分に必要
な情報を入手

デジタルホワイトボード
作成



【取組内容】 ○○○

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 チャットの活用（校務DX）

本校では「会議が多い」や「教材研究の時間が少
ない」、「学校の作りが複雑なため、情報の伝達や
共有が困難」などの課題があった。

そのため職員が時間的余裕を持ち、情報の伝達、
共有を容易に行えるようにチャットの活用を行った。

各学年、各グループなどで情報の交換や資料の共
有が必要な場合、積極的にチャットを活用すること
で、端末があれば、どこでも確認することができ、
必要な情報を必要な時に手にいれることができた。
そのため、今までより迅速に情報伝達を行うことも
できるようになった。

また、必要な情報をチャットにて伝えることで打
ち合わせの回数や時間削減にも繋がり、朝や放課後
の職員の時間抽出にも繋がった。



【取組内容】 ○○○

座間市立中原小学校

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 ドキュメントにより指導案の白紙検討（校務DX）

校内研での指導案をほぼ白紙の状態から共有し、共同
編集によって進めていった。

授業者や該当学年以外にも共有し、多くの教員が授業
についてコメントをしたり、修正箇所にマーキングをし
て改善案を提示したりと指導案が創られていく過程を共
有を行った。

他の学年の目から見て気づいたことや経験のある同僚
からの意見やアイデアがリアルタイムに指導案に反映さ
れるようになった。

そのため、指導案検討会の時間なども大幅に削減する
ことができ、校務の改善にも繋がった。


